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ARCHIVE SUMMIT 2016 Japan

基調講演
中山信弘［東京大学名誉教授］

基調報告
吉見俊哉［東京大学教授］ 
福井健策［弁護士］
生貝直人  ［東京大学客員准教授］
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お申し込みはウェブサイトより http://archivesj.net

第一回サミットの開催から一年。
日本のデジタルアーカイブは急速な転換期を迎えつつある。
世界に伍するナショナルデジタルアーカイブのあり方とは、
そして人類の共有地としてのパブリックドメインは
いかなる社会的・経済的価値を生み出すべきか。
各界第一線の専門家と徹底的に討論する。

特別企画シンポジウム　司会｜吉見俊哉
大久保ゆう［青空文庫］
野口祐子［弁護士］
平田オリザ［劇作家・演出家/東京藝術大学特任教授］

フォローアップブレスト
沢辺均［ポット出版会長］
赤松健［漫画家］

シンポジウム　司会｜福井健策
赤松健［漫画家］
瀬尾太一［日本写真著作権協会常務理事］
宮本聖二［ヤフー㈱ 映像エグゼクティブ・プロデューサー］

閉会宣言
長尾真［国際高等研究所所長（アーカイブサミット組織委員長） ］

一般2,000円・学生1,000円（すべてのプログラムに参加可能、定員50名程度）
大ホールで開催するシンポジウムのみの参加：無料（定員150名程度、資料費500円）

4 階 | スタジオプラス ( 小ホール )・ セミナールームA［13:00-17:40］

地下1階 | 大ホール［18:30-20:30］



＜開場 | 受付開始＞

趣旨説明・全体進行ガイダンス

基調講演
中山信弘［東京大学名誉教授］

基調報告（各20分)
1 ｜アーカイブサミット2015の成果と課題
吉見俊哉［東京大学教授］

2 ｜ＴＰＰ加盟に関わるデジタルアーカイブの課題
福井健策［弁護士］

3 ｜めざすべきナショナルデジタルアーカイブの機能イメージ全体像
生貝直人 ［東京大学客員准教授］

特別企画シンポジウム 著作権消滅。―社会資本としてのパブリックドメイン―
登壇者 | 大久保ゆう［青空文庫］/ 野口祐子［弁護士］/ 平田オリザ［劇作家・演出家/東京藝術大学特任教授］
司会｜吉見俊哉

＜休憩＞

フォローアップ ブレスト（2会場で同時開催)	
文化的・社会的価値をうむアーカイブ［セミナールーム A］
座長｜沢辺均［ポット出版会長］

アーカイブで儲ける［スタジオプラス（小ホール）］
座長｜赤松健［漫画家］	

＜休憩＞

シンポジウム  アーカイブを使えるものにする
登壇者｜赤松健［漫画家］/瀬尾太一［日本写真著作権協会常務理事］/宮本聖二［ヤフー㈱ 映像エグゼクティブ・プロデューサー］

司会｜福井健策

閉会宣言
長尾真［ 国際高等研究所所長（アーカイブサミット組織委員長） ］

プログラム

4 階
スタジオプラス
( 小ホール )

13:00-13:10

13:10-13:30

13:30-14:30

14:30-16:00

16:10-17:40

18:30-20:00

20:00

4 階
セミナールームＡ
スタジオプラス
( 小ホール )

地下 1 階
大ホール

時間 概要 会場

アーカイブサミット 2016
アーカイブ資本論：アーカイブによる価値創造とビジネス創生

主催｜アーカイブサミット組織委員会 長尾真［国際高等研究所所長（アーカイブサミット組織委員長）］

後援｜千代田区（申請中）

http://archivesj.net

アクセス
千代田区立日比谷図書文化館
100-0012 千代田区日比谷公園 1 番 4 号
霞ヶ関駅［東京メトロ 丸の内線・日比谷線］B2出口より徒歩約3分
内幸町駅［都営地下鉄 三田線］A7 出口より徒歩約 3 分
霞ヶ関駅［東京メトロ 千代田線］C4 出口より徒歩約 3 分
JR 新橋駅 日比谷口より 徒歩約 10 分

アーカイブサミット組織委員会
150-0001 渋谷区神宮前 2-33-18 #302
　
電話｜ 050-5515-9300　
ファックス｜ 03-3402-5558　
メール｜ info@archivesj.net

12:30

ARCHIVE SUMMIT 2016 Japan

共催| 本の未来基金

※登壇者は予告なく追加・変更される場合がございます。


